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１ 「かながわグランドデザイン 評価報告書2019」について 

 

(1) 趣旨 

令和元年７月に策定した「かながわグランドデザイン 第３期実施計画」

に係る取組状況について政策評価を行い、政策運営の改善に資するととも

に、その評価結果について県民との情報共有を図るため、「かながわグラン

ドデザイン 評価報告書2019」を作成する。 

 

(2) 経過 

・ 令和元年11月開催の総合計画審議会で「かながわグランドデザイン」

の進行管理のあり方について審議 

・ 令和２年２月、「評価報告書2019」作成方針の策定 

・ 令和２年４月、新型コロナウイルス感染症拡大を踏まえた対策に全庁

で注力するため、評価報告書の作成業務を見直し 

・ 県の事業部局の報告を基に取りまとめた内容について、総合計画審議

会（令和２年６月書面開催）において、「評価報告書2019」として了承 

 

(3) 内容 

・ 県の重点施策を分野横断的にまとめた23のプロジェクトについて、県

の事業部局によりＫＰＩの進捗状況の確認を行った。 

 【ＫＰＩの進捗状況】 

ＫＰＩの進捗状況 該当ＫＰＩ数 

ＫＰＩの進捗率が100％以上 84 

ＫＰＩの進捗率が100％未満 48 

令和２年５月末までに未把握 19 

合計 151 

 

・ 総合計画審議会から、進捗状況等に対する評価やプロジェクトを推進

する上での課題等の意見を聴取した。 

  【主な意見】 

   〈プロジェクト１「未病」〉 

     新型コロナウイルス感染症対応で、外出自粛により活動が低下し

た高齢者の身体機能の回復が今後の課題になる。 
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〈プロジェクト７「観光」〉 

各ＫＰＩは順調に進捗しているが、新型コロナウイルス感染症の

影響で大きく冷え込むことが予想されるため、今後はその対策に取

り組む必要がある。 

〈プロジェクト10「治安」〉 

ＫＰＩ「地域住民と連携した地域安全活動等の実施回数」及び「サ

イバー犯罪の被害防止に向けた広報啓発活動」は、量もさることな

がら、活動内容の質を高める必要がある。

〈プロジェクト17「雇用」〉 

今後、新型コロナウイルス感染症の影響による雇用状況の悪化が

予想されるため、更なる就業支援の充実を図っていく必要がある。 

〈プロジェクト18「地域活性化」〉 

 地域外から人を呼び込むため、地域外での広報的活動やイメージ

向上戦略を展開する必要がある。 

(4) 公表

・ 令和２年７月10日から評価報告書の内容を公表、翌11日から県民の意

見を募集し、寄せられた意見等を計画推進の参考にする。

・ 評価報告書は、県のホームページで公表するとともに、県政情報セン

ターや地域県政情報コーナーで閲覧できるようにする。
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２ 「第２期 行政改革大綱 令和元年度点検報告書（案）」について 
 

(1)  趣旨 

職員・組織・仕事の質を向上させ、行政組織の総合力を高める「質的

向上」に着目した改革を推進するため、県は、令和元年７月に「第２期

行政改革大綱」を策定した。 

本大綱を着実に推進するため、令和元年度の取組状況をとりまとめ、

点検報告書（案）を作成する。 

 ※ 現在、「新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた県の基本

方針」に基づき、全庁を挙げた対策を実施しているため、記載内容

や手続きを省略するなど、業務の見直しを図った上で作成した。 

 

(2)  点検報告書（案）の概要＜「参考資料２」参照＞  

ア 令和元年度の取組 

大綱では、５つの取組分野の下、各分野別に具体的な取組方策を

整理しており、大綱を実現するために位置づけた各取組を推進し

た。 

イ 各取組分野の取組状況 

   (ｱ)  働き方改革 

      職員のワーク・ライフ・バランスを実現し、職員一人ひとりがい

きいきと働き、笑いがあふれるような職場環境をつくるため、次の

ような取組を推進した。 

       （主な取組） 

     ・ 長時間労働の是正 

     ・ 業務改善の推進 

     ・ 職場環境の整備 

   (ｲ)  組織・人事改革 

      社会環境の変化等に迅速かつ柔軟に対応していくため、持続可能

な組織・執行体制の構築に向けた取組を推進した。 

       （主な取組） 

     ・ 簡素で効率的な組織・執行体制の構築 

     ・ 優秀な職員の採用 

     ・ 心身の未病改善の習慣化 

     ・ 内部統制体制の整備・運用 
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   (ｳ)  財政改革 

      厳しい財政状況が続くと想定される中、政策課題に着実に対応し

ていくため、中長期的な視点から、持続可能な財政基盤の確立に向

けた取組を推進した。 

（主な取組） 

     ・ 新たな中期財政見通しの作成・公表 

     ・ 県債管理目標の達成に向けた県債の発行抑制 

     ・ 県税収入の確保 

・ 公共施設の計画的な管理・利用 

   (ｴ)  ＩＣＴ利活用改革 

      限られた予算・人材を有効に活用し、質の高い県民サービスを提

供するため、新たなＩＣＴを積極的に活用するとともに、多様なデ

ータの利活用を支える環境の整備に向けた取組を推進した。 

（主な取組） 

・ 行政事務の更なる電子化の推進 

・ クラウド適用の原則化 

・ ＩＣＴガバナンスの強化 

・ 情報化人材の確保 

   (ｵ)  情報発信改革 

      開かれた県政づくりのため、県政への県民の信頼を確保し、理解

と参加を促進する視点から、県民との対話による取組を推進した。 

（主な取組） 

     ・ 緊急・災害時における情報発信の強化 

     ・ 全庁的な視点による情報発信のための体制整備と制度運用 

     ・ 会計情報・県民利用施設の「見える化」 

・ 県民参加の推進 

ウ 今後の予定 

      令和２年７月 「点検報告書」を県のホームページに掲載するほ

か、県政情報センターや地域県政情報コーナーで公

表                                               
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